
　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、

白
老
町
に
お
い
て
は
、
独
居
や
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世

帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
家
族
以
外
の
身
近
な
存
在
と

な
る
地
域
住
民
に
よ
る
相
互
の
「
支
え
合
い
」
や
「
見

守
り
」「
声
掛
け
」
な
ど
の
体
制
の
構
築
に
よ
る
地
域

福
祉
の
充
実
が
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

本
研
修
会
で
は
、
地
域
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
町

内
会
役
員
」
と
「
民
生
委
員
児
童
委
員
」
が
一
堂
に
会

し
、
互
い
の
役
割
を
理
解
し
合
い
、
連
携
力
を
高
め
る

こ
と
で
、
地
域
福
祉
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
、

本
会
の
吉
村
智
会
長
と
白
老
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
吉
田
末
治
会
長
よ
り
、
テ
ー
マ
に
あ
る
町
内
会

と
民
生
委
員
の
連
携
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
講
し
、
そ

の
後
は
、
地
区
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
自
己

紹
介
と
連
携
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
企
画
は
、
令
和
２
年
２
月
の
「
町
内
会
活
動
実
践

交
流
会
」
の
中
で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
道
内
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
に
よ
り
中
止
し
、
以
降
も
実
施
が
叶
わ
ず
、
今
回

よ
う
や
く
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

町
内
会
役
員
と
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
様
が
こ
の

よ
う
に
交
流
す
る
こ
と
は
、
初
め
て
の
機
会
と
の
こ
と

で
、
地
域
福
祉
の
更
な
る
充
実
に
繋
が
る
と
て
も
有
意

義
な
時
間
が
共
有
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
行
政
の
関
係
各
課
の

皆
様
と
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
20
日
（
土
）、
白
老
町
中
央
公
民
館
講
堂
に
て
、

令
和
４
年
度
町
内
会
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

戸
田
安
彦
町
長
と
山
﨑
宏
一
白
老
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
を
ご
来
賓
に
お
迎
え
し
、
町
内
会
役
員
と
民
生
委

員
児
童
委
員
、
関
係
職
員
な
ど
、
総
勢
72
名
の
皆
様
に

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
町
連
合
事
務
局
）
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テ
ー
マ
は
、
「
地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け
て

〜
町
内
会
と
民
生
委
員
の
連
携
〜
」

相
互
理
解
と
連
携
力
の
向
上
に
よ
り

　
　
　

更
な
る
充
実
を
目
指
す
必
要
性
が

町
内
会
活
動
の
ご
紹
介

 

【
白
老
町
総
合
防
災
訓
練
】

民児協　吉田　末治　会長（左）と
町連合　吉村　　智 　会長（右）

◎８月27日（土）白老小学校への避難訓練には、
　栄町と末広町の５町内会が参加しました！


